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●

竹

久

夢

二

「
旅
」

紙
本
・
着
色

屏
風
一
一
曲
一
隻
一
九
三
一
年

(
時
間
展
「
竹
久
夢
二
展
」
出
品
)

画
面
中
央
に
樹
木
と
テ
ー
ブ
ル

を
配
し
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
を
手
に

く
つ
ろ
ぐ
紳
士
と
、
夢
二
好
み
の

ほ
っ
そ
り
と
し
た
果
物
篭
を
持
つ

女
性
。
遠
く
に
は
夢
二
が
晩
年
好

ん
で
出
か
け
た
榛
名
の
山
と
湖
。

樹
木
の
中
に
は

「
久
に
し
て
ゆ
た

か
に
飯
を
く
ひ
に
け
り
、
何
か
心

の
た
の
し
む
こ
と
榛
名
山
幻
想
」

と
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲

気
の
た
だ
よ
う
作
品
で
す
。

緻
密
な
構
成
的
配
慮
の
も
と
に

制
作
さ
れ
た
晩
年
の
代
表
作
で
す
。

こ
の
作
品
の
紳
士
は
夢
二
自
身
を

表
れ
し
た
も
の
で
す
。

夢
二
は
外
遊
と
い
う
夢
の
実
現

の
た
め
に
昭
和
六
年
三
月
、
新
宿

三
越
で
「
渡
米
告
別
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
出
品
さ
れ

た
の
が
こ
の
作
品
で
す
。
遠
い
外

国
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
生
涯

の
安
住
の
地
と
考
え
て
い
た
榛
名

で
の
夢
を
撞
い
た
も
の
で
し
た
が
、

二
年
に
わ
た
る
旅
の
疲
れ
で
病
み
、

こ
の
絵
の
よ
う
な
世
界
は
実
現
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

旅
に
明
け
、
旅
に
暮
れ
た
夢
二
。

は
っ
き
り
と
し
た
家
も
持
た
ず
、

制
作
に
明
け
暮
れ
落
ち
着
く
間
の

な
か
っ
た
夢
二
。
晩
年
、
心
の
平

安
を
求
め
た
夢
二
の
理
想
郷
を
こ

の
絵
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

(
津
田

昇
)



みる・かたる・つくる

大
正
浪
漫
の
光
と
影

-

河
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
特
別
公
開

竹

久

夢

二

展
9
2
・
9
・
5
(
土
)
̃
m
・
H
(
日
)

’

近
代
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が

花
開
い
た
大
正
期
を
象
徴
す
る
画

家
と
し
て
名
高
い
竹
久
夢
二

(
明

治
十
七
年
̃
昭
和
九
年
)

は
、
幅

の
広
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
画
家
で
し

た
。

竹
久
茂
次
郎
が
夢
二
と
い
う
ペ

ン
ネ
ー
ム
で
世
に
出
た
の
は
明
治

三
十
九
年
、
雑
誌

『
青
年
傑
作
集
』

に
投
稿
し
た
コ
マ
絵
「
筒
井
筒
」

が
第
十
賞
、
「
母
の
教
」
が
選
外

三
等
と
な
っ
た
と
き
か
ら
で
す
。

続
い
て
同
年
十
一
月
発
行
の

『
ハ

ガ
キ
文
学
』

に
睡
蓮
と
蛙
の
デ
ザ

イ
ン
が
第
一
等
に
入
選
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

の
影
響
を
早
々
と
受
け
入
れ
た
作

品
で
し
た
。

明
治
四
十
三
年
初
め
て
出
版
さ

れ
た

『
夢
二
画
集

春
の
巻
』

は

爆
発
的
な
人
気
を
呼
び
、
以
後
続

け
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
夢
二
は
ス
タ
ー

ト
の
段
階
か
ら
、
印
刷
と
い
う
情

報
の
媒
体
を
通
し
て
、
挿
絵
(
コ

マ
絵
)
画
家
と
し
て
、
ま
た
詩
人

と
し
て
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

作
家
で
す
。
画
家
の
絵
と
い
う
よ

り
、
詩
を
絵
と
し
て
描
く
独
特
の

世
界
を
創
り
、
彼
は
そ
れ
を
「
革

画
」

と
称
し
ま
し
た
。

明
治
四
十
三
年
に
始
ま
っ
た

「
月
刊
夢
二
カ
ー
ド
」
は

「
月
刊

夢
二
ハ
ガ
キ
」
に
発
展
し
、
い
っ
そ

う
人
気
に
拍
車
を
か
け
、
正
に
夢

二
は
大
衆
的
な
画
家
と
し
て
注
目

さ
れ
て
行
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て

画
壇
と
は
無
縁
で
あ
り
、
ま
た
画

壇
に
属
さ
な
い
ゆ
え
の
自
由
さ
が

彼
の
幅
広
い
活
躍
を
可
能
に
し
ま

し
た
。

夢
二
式
美
人
画

モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
や
ム
ン
ク
を

思
ね
せ
る
よ
う
な
憂
い
を
含
ん
だ

女
性
像
、
女
の
哀
し
さ
や
青
春
の

優
し
さ
を
秘
め
た
大
き
な
眼
差
し
。

こ
う
し
た
夢
二
式
の
美
人
画
は
ど

「長崎十二景 丘の青楼」

の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

明
治
四
十
年
一
月
二
十
四
日
号

の

『
平
民
新
聞
』

の
記
事
は
「
遂

に
大
い
な
る
眼
の
殊
に
美
し
き
人

(
中
略
)
此
頃
氏
の
描
く
婦
人
の

眼
が
殊
に
大
き
く
な
り
た
る
は
、

蓋
し
夫
人
を
モ
デ
ル
と
す
る
に
依

れ
る
な
り
」

と
岸
た
ま
き
と
の
結

婚
を
報
じ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、

た
ま
き
夫
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で
夢
二

の
創
造
上
の
女
性
と
し
て
表
出
さ

れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
ま
さ
に
夢

二
の
内
面
か
ら
湧
き
出
た
象
徴
と

し
て
昇
華
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

夢
二
の
画
風

夢
二
は
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
用

い
て
描
い
た
画
家
で
す
。
し
た
が

っ
て
日
本
画
も
、
日
本
画
の
技
法

形
式
を
守
っ
た
お
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
伝
統
的
な
技
法
や
約
束
事

に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
軸
裳
や
屏

風
の
構
図
を
巧
み
に
こ
な
し
て
い

ま
す
。

ま
た
描
線
に
対
し
て
も
、
筆
使

i
Y

つ
一
つ
に
様
々
な
工
夫
が
見

ら
れ
ま
す
。
筆
運
び
を
反
復
す
る

よ
う
な
タ
ッ
チ
の

「
室
之
津
懐
古
」

や
か
す
れ
た
タ
ッ
チ
の

「
女
十
題
」

な
ど
が
そ
の
例
で
す
。

さ
ら
に
夢
二
の
特
徴
を
表
す
も

の
に
絵
と
詩
(
書
)

の
融
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
方
法
は
初
期
の
詩

画
集
(
草
画
)

に
も
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
日
本
画
と
し
て
絵
と
書
を

一
枚
の
画
面
で
調
和
さ
せ
る
表
現

方
法
は
、
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
や

文
人
画
の
手
法
を
彼
な
り
に
用
い

「室之津懐古」

●



た
も
の
で
し
た
。
彼
の
絵
に
見
ら

れ
る
ロ
マ
ン
的
風
潮
は
様
々
な
影

響
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
初
期
、

特
に
明
治
三
十
年
代
の
ド
イ
ツ
ロ

マ
ン
派
や
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ウ
ォ
ー

を
取
り
入
れ
た
藤
島
武
二
・
青
木

繁
ち
の
作
品
に
夢
二
は
強
い
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
『
白
樺
』

に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世

紀
末
芸
術
の
画
家
達
、
シ
ャ
ヴ
ァ

ン
ヌ
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
感
化
を

受
け
、
『
ユ
ー
ゲ
ン
ト
』
誌
な
ど

ド
イ
ツ
の
美
術
雑
誌
か
ち
も
多
く

の
も
の
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

夢
二
の
商
業
デ
ザ
イ
ン

夢
二
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

真
価
を
発
揮
し
た
の
は
大
正
三
年

た
ま
き
の
た
め
に
、
日
本
橋
呉
服

町
に
開
店
し
た
港
屋
の
商
品
で
す
。

●

●

版
画
、
千
代
紙
、
封
筒
、
風
呂
敷
、

帯
、
浴
衣
地
。
こ
れ
ら
は
装
飾
を

芸
術
に
高
め
た
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
I
の
影
響
が
見
ら
れ
る
洗
練

さ
れ
た
も
の
で
す
。
夢
二
は
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
力
も
発

揮
し
、
セ
ノ
オ
楽
譜
の
イ
ラ
ス
ト

も
大
正
五
年
か
ら
昭
和
二
年
に
か

け
て
百
七
十
種
を
手
が
け
ま
し
た
。

夢
二
は
デ
ザ
イ
ン
工
房
「
ど
ん

た
く
図
案
社
」
や
「
手
に
よ
る
産

業
」

の
育
成
を
目
指
し
た
榛
名
山

美
術
研
究
所
を
設
立
す
る
夢
を
持

っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
実

現
を
み
ず
に
終
れ
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
夢
二
の
活
動
は
多
彩

で
あ
り
今
日
に
い
た
っ
て
も
色
あ

せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
展
覧
会
は
日
本
画
家
・

洋
画
家
・
挿
絵
画
家
・
素
描
家
・

みる・かたる・つくる

「青春譜」

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、

多
彩
な
業
績
を
残
し

た
夢
二
に
照
明
を
当

て
、
約
二
百
余
点
の

作
品
を
並
べ
ま
す
。

ま
た
「
夢
二
と
房
総
」

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

当
時
全
国
的
に
流
行

し
た

「
宵
待
草
」

に

関
れ
る
作
品
、
資
料

等
を
パ
ネ
ル
展
示
し

て
い
ま
す
。

(
津
田

鼻
)

★
開
館
時
間

午
前
九
時
̃
午
後
四
時
三
〇
分

(
入
場
は
四
時
ま
で
)

月
曜
日
休
館

★
観
覧
料

一
般
五
〇
〇
円

(
三
〇
〇
円
)

高
・
大
学
生
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇

円
)
、
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円
(
七

〇
円
)

(

)
内
は
二
〇
名

以
上
の
団
体
料
金

禽
美
術
講
演
会
薫

日
時

九
月
十
二
日
(
土
)
二
時

場
所

美
術
館
講
堂

演
題
「
竹
久
夢
二
-
愛
と
孤
独
の

絵
画
」

聴
講
料

無
料

定
員

二
百
名

当
日
先
着
順

蜜
「
夢
二
の
詩
」
コ
ン
サ
ー
ト
瞭

日
時

九
月
十
九
日
(
土
)
二
時
̃

三
時

場
所

美
術
館
講
堂

演
奏

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉

内
容

竹
久
夢
二
作
詞
の
曲
を
中

心
に
演
奏

入
場
料

無
料

定
員

二
百
名

※
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、

コ
ン
サ
ー
ト
名
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
美
術

館
ま
で
。
九
月
十
日
(
木
)
必
着
。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ

2
2

石
井
光
楓
展

‖
・
2
 
1
(
土
)
̃
1
 
2
・
2
4
(
木
)

本
館
で
は
開
館
以
来
、
房
総
に

生
ま
れ
、
あ
る
い
は
定
住
し
て
近

代
美
術
の
発
展
に
貢
献
し
た
作
家

た
ち
の
再
発
見
と
顕
彰
を
目
的
と

し
た
企
画
展
・
房
総
の
美
術
家
シ

リ
ー
ズ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
そ
の
第
二
十
二
回

展
と
し
て
、
「
石
井
光
楓
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
洋
画
家
石
井
光
楓

(
い
し
い
・
こ
う
ふ
う
)

は
、
夷

隅
郡
浪
花
村
(
現
大
原
町
)

に
生

ま
れ
、
は
じ
め
石
井
林
響
に
日
本

画
を
学
び
、
の
ち
に
日
本
美
術
院

研
究
所
で
洋
画
を
学
び
、
第
三
回

帝
展
で

「
牛
の
蹄
を
切
る
」

が
入

選
し
、
特
選
候
補
と
な
り
ま
し
た
。

彼
は
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ア
ー
ト
・

ス
ク
ー
ル
や
、
シ
カ
ゴ
の
ア
ー
ト
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
学
び
、

水
彩
な
ど
の
技
法
を
身
に
つ
け
、

さ
ら
に
渡
欧
し
、
パ
リ
の
ア
カ
デ

ミ
ー
∴
ン
ユ
リ
ア
ン
で
洋
画
を
本

格
的
に
学
び
ま
し
た
。
留
学
中
の

約
十
六
年
間
に
、
彼
は
優
れ
た
描

写
力
と
東
洋
的
味
お
い
の
あ
る
作

品
を
パ
リ
の
サ
ロ
ン
等
に
数
多
く

発
表
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
年
に
帰
国
。
以
後
は

主
に
春
陽
会
展
に
出
品
し
、
欧
米

で
培
っ
た
強
靭
な
造
形
感
覚
が
評

価
さ
れ
て
、
二
十
二
年
に
春
陽
会

貨
を
受
賞
し
、
二
十
四
年
に
会
員

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
か
ら
三
十
三
年

ま
で
、
県
立
長
生
第
一
高
等
学
校

で
美
術
を
教
え
る
と
と
も
に
、
長

い
海
外
生
活
の
体
験
を
も
と
に
郷

土
房
総
の
風
土
を
新
鮮
な
視
点
で

と
ら
え
、
色
面
を
強
調
し
た
り
、

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
(
パ
リ
派
)

的
な
画
風
な
ど
も
試
み
な
が
ら
制

作
に
励
み
ま
し
た
。

本
展
は
公
立
美
術
館
で
開
か
れ

る
初
の
回
顧
展
と
し
て
、
油
彩
五

十
二
点
、
水
彩
五
十
四
点
、
そ
の

他
関
係
資
料
を
初
公
開
し
ま
す
。



みる・かたる・つくる

常
設
収
蔵
作
品
展
第
Ⅱ
期
の
中

期
は
、
九
月
五
日

(
土
)

̃
十
月

十
一
日

(
日
)
ま
で
、
後
期
は
十

一
月
二
十
六
日

(
木
)

̃
一
月
十

日

(
日
)
ま
で
の
会
期
で
、
い
ず

れ
も
「
房
総
と
近
代
美
術
」

の
区

分
に
よ
り
、
第
一
展
示
室
(
中
期

の
み
。
後
期
は
第
三
展
示
室
)

で

開
催
し
ま
す
。

こ
の

「
房
総
と
近
代
美
術
」
は
、

常
設
展
の
ど
の
会
期
で
も
必
ず
設

け
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に

本
館
の
代
表
的
な
作
家
の
作
品
や
、

日
頃
か
ら
特
に
鑑
賞
の
要
望
の
高

い
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
会
期

毎
に
一
部
作
品
の
展
示
替
え
を
お

こ
な
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
内

容
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
作
品
は
、
近
代
洋
画

の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
し
、

我
が
国
の
洋
画
の
展
開
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
た
、
印
象
派
の
巨
匠
ル

ノ
ワ
ー
ル
の
晩
年
期
の
秀
作
「
少

女
像
」
 
、
ミ
レ
I
な
ど
バ
ル
ビ
ゾ

ン
派
の
作
品
、
同
じ
く
バ
ル
ビ
ゾ

ン
派
の
作
家
で
あ
り
、
そ
の
激
情

的
な
表
現
か
ら
"
風
景
画
の
べ
-

ト
ー
ヴ
ェ
ン
〃
と
称
さ
れ
た
、
デ

ユ
プ
レ
の
大
作
「
森
の
は
ず
れ
」
 
、

千
葉
県
ゆ
か
り
の
洋
画
家
で
あ
り
、

近
代
日
本
の
洋
画
界
で
先
駆
的
な

役
割
を
果
た
し
た
浅
井
忠
と
、
そ

の
関
連
の
梅
原
龍
三
郎
な
ど
の
作

品
。
ま
た
日
本
画
で
は
、
院
展
で

活
躍
し
た
富
取
風
堂
の
作
品
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
あ
と
予
定
し
て
い

る
常
設
収
蔵
作
品
展
の
第
Ⅲ
期
は

平
成
五
年
二
月
二
十
七
日
(
土
)
̃

三
月
二
十
八
日
(
日
)
の
会
期
で
、

「
房
総
と
近
代
美
術
」

の
ほ
か
に
、

企
画
展
示
と
し
て
浅
井
忠
と
そ
の

関
連
の
作
家
の
作
品
を
紹
介
す
る

「
浅
井
忠
と
そ
の
周
辺
の
作
家
た

ち
」
 
、
版
画
の
技
法
に
注
目
し
た

「
版
画
」

の
、
三
つ
の
区
分
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
移
動
美
術
館
は
、
夷

隅
郡
大
原
町
と
香
取
郡
大
栄
町
で

開
催
し
、
美
術
館
収
蔵
作
品
及
び

第
4
4
回
県
展
の
県
展
賞
等
優
秀
作

品
を
加
え
、
約
5
0
点
を
紹
介
し
ま

す
。
会
場
・
会
期
は
次
の
と
お
り
。

◎
大
原
町
文
化
セ
ン
タ
ー

所
在
地

大
原
町
大
原
七
八
三
八

会
期

n
月
1
 
2
日
(
木
)
̃
2
5
日
(
水
)

◎
大
栄
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル

所
在
地

大
栄
町
松
子
三
九
三

会
期

u
月
2
8
日
(
土
)
̃
1
 
2
月
1
 
0

日
(
木
)

〃
リ
ア
リ
ズ
ム
の
追
求
〃
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
全
国
規
模
の

公
募
展

「
第
3
回
浅
井
忠
記
念

賞
展
」

の
開
催
に
あ
た
り
、
只

今
作
品
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
千
葉
県
出
身
の
近
代

洋
画
の
先
駆
者
・
浅
井
忠
の
画

業
を
顕
彰
し
、
そ
の
精
神
を
現

代
に
生
か
し
、
現
代
の
美
術
振

興
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
昭
和

五
十
八
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
平
成
二
年
度
に
は
第
2
国

展
を
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら

多
数
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
な

ど
、
広
く
周
知
さ
れ
た
展
覧
会

と
し
て
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
実
績
を
ふ
ま
え
、
第
3

回
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

「第3回浅井忠諦念営農」作品公募のお知らせ

◆
応
募
資
格
…
国
籍
、
経
歴
、
年

齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

◆
募
集
作
品
…
油
彩
・
水
彩
の

洋
画
系
の
平
面
作
品
で
、
平
成

二
年
十
二
月
以
降
に
制
作
さ
れ

た
具
象
的
傾
向
の
未
発
表
作
品
。

規
格
は
二
〇
〇
号
以
内
で
額
縁

を
付
け
て
下
さ
い
。

◆
作
品
搬
入
日
…
平
成
四
年
十

一
月
十
三
日
(
金
)
̃
十
五
日
(
日
)

◆
貨
・
入
選
…
大
賞
一
点
、
優

秀
賞
三
点
、
入
選
約
一
〇
〇
点

程
度

◆
会
期
…
平
成
五
年
一
月
十
六

日
(
土
)
̃
二
月
二
十
一
日
(
日
)

◆
会
場
‥
千
葉
県
立
美
術
館

※
詳
細
は
千
葉
県
立
美
術
館
ま

で

平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
ま
で
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

関
囚
圏
田
園
園
田

〔
洋
画
〕

石
井
柏
亭
作

「
冬
の
朝
(
行
徳
)
」
(
油
彩
一
九
〇
九
)

岸
田
劉
生
作

「
零
れ
た
る
冬
之
日
」
(
油
彩
一
九
一
七
)

時
田
幸
彦
作

「
犬
吠
」

(
油
彩
一
九
九
一
)

〔
工
芸
〕

高
村
豊
周
作

「
青
銅
花
入
」

(
鋳
金
)

信
田

洋
作

「
夕
映
の
甲
斐
の
山
々
」

(
彫
金
)

〔
版
画
〕

浜
口
陽
三
作

「
3
つ
の
ポ
プ
ラ
」
(
一
九
八
〇
)

「
西

瓜
」
(
一
九
八
一
)

「
緑
の
毛
糸
」
(
一
九

八
一
)

「
赤
い
蝶
」
(
一
九
八
一
)
「
ロ
ビ

ー
ナ
の
さ
く
ら
ん
ぼ
」
(
一
九
八
一
)
・

」大

子

関
村高

同
(
七
枚
組
)
・
同
(
十
五
枚
組
)

「
く
る
み
」

(
一
九
八
二
)

「
ぴ
ん
と
レ

モ
ン
」
(
一
失
三
)

「
青
い
蝶
」
(
一
九

三
)
・
同
(
七
枚
組
)
・
同
(
十
五

枚
組
)
「
て
ん
と
う
虫
」
(
一
九
会
)
・

同
(
七
枚
組
)
・
同
(
十
五
枚
組
)

「
野
」
(
一
九
釜
)

「
編
み
棒
」
(
一
九

釜
)

「
3
匹
の
蝶
」
(
一
九
室
)
・
同

(
七
枚
組
)
・
同
(
十
五
枚
組
)

「
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
チ
ェ
リ
ー
」

(
一
九
八
七
)
・
同
(
七
枚
組
)
・
同
(
十

五
枚
組
)

「
2
2
の
さ
く
ら
ん
ぼ
」

(
一
九
八
八
)
・
同
(
七
枚
組
)
・
同
(
十

五
枚
組
)

「
黄
色
い
編
み
棒
」
(
元

八
五
̃
八
九
)

「
緑
の
ポ
プ
ラ
」

(
一
九
八

五
̃
八
九
)

「
緑
の
さ
く
ら
ん
ぼ
」
(
一

夫
一
̃
八
九
)

「
ぴ
ん
と
レ
モ
ン
と
赤

い
壁
」

(
一
九
八
一
̃
八
九
)

「
暗
い
背
景

の
ぴ
ん
と
黄
色
い
レ
モ
ン
」
(
一
九
八
一

̃
八
九
)

「
琉
埴
色
の
く
る
み
」

(
一

九
三
̃
八
九
)

「
青
い
く
る
み
」

(
一
九

三
̃
八
九
)

「
青
紫
色
の
蝶
」

(
一
九
八

二
̃
八
九
)

※
以
上
す
べ
て
銅
版
。

4

岸田劉生「零れたる冬之日」



か
た
る
・
つ
く
る

㊨

父
石
井
柏
亭
の
作
品
の
思
い
出

「
晩
春
行
楽
図
」

父
柏
享
の
昭
和
十
三
年
の
作
で
、

当
時
田
端
に
住
ん
で
い
た
私
達
は

電
車
一
本
で
行
け
る
大
宮
公
園
へ

よ
く
遊
び
に
行
っ
た
。
父
に
し
て

は
珍
し
い
大
作
の
三
十
号
大
の
水

彩
画
を
大
宮
公
園
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
し
て
い
る
家
族
を
組
み
合
せ
て

描
こ
う
と
し
た
。

こ
う
い
う
群
像
を
描
く
時
、
父

は
用
意
周
到
で
、
先
ず
現
場
で

小
さ
い
ス
ケ
ッ
チ
を
し
、
後
、
背

景
だ
け
の
水
彩
画
を
描
い
た
。
家

で
大
き
く
伸
ば
し
デ
ッ
サ
ン
を
き

め
て
か
ら
、
一
人
か
二
人
ず
つ
近

所
の
家
の
広
い
庭
を
借
り
て
芝
生

みる・かたる・つくる

石井拍車「晩春行楽図」

田

坂

ゆ

た

か

に
モ
デ
ル
を
坐
ら
せ
た
。

母
と
七
人
兄
弟
が
揃
っ
た
絵
は

他
に
は
な
い
。
松
林
の
丘
に
桜
の

咲
き
残
る
季
節
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

は
好
適
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け

の
人
数
に
戦
時
下
と
は
言
え
御
弁

当
の
類
が
あ
ま
り
に
も
貧
弱
だ
と

後
で
私
達
は
笑
い
合
っ
た
。

母
も
今
は
無
く
、
こ
の
七
人
の

内
残
る
の
は
五
人
で
、
右
端
の
次

姉
と
後
の
弟
は
早
く
世
を
去
っ
て

い
る
。
絵
描
さ
は
真
中
の
帽
子
を

か
ぶ
っ
た
三
姉
(
一
水
会
所
属
)

と
私

(
日
本
水
彩
画
会
々
員
)

の

二
人
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
行
っ
て
見
た
こ
と
は
な

い
が
、
こ
の
あ
た
り
は
今
、
ど
ん

な
変
り
方
を
し
て
い
る
か
と
思
う
。

こ
の
絵
は
昭
和
十
九
年
頃
他
の

絵
な
ど
と
一
緒
に
埼
玉
の
造
酒
屋

の
お
蔵
に
預
け
た
の
で
戦
災
を
ま

た
か
ら
で
こ
の
大
々
は
そ
の
店
の

番
頭
の
母
親
で
あ
る
。
三
日
位
か

か
っ
て
八
号
大
の
油
絵
を
仕
上
げ
た
。

バ
ッ
ク
に
か
か
る
額
や
柱
、
机
、

椅
子
な
ど
に
縦
の
直
線
が
多
く
見

ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
人
物
の
立
体

的
な
丸
味
が
上
手
く
収
ま
っ
て
、

又
中
国
婦
人
の
堂
々
と
し
た
落

ち
つ
き
あ
る
風
格
も
よ
く
表
現
さ

れ
て
い
る
。
老
婦
人
で
あ
る
か
ら

着
物
の
色
も
暗
く
地
味
な
調
子
な

の
だ
が
壁
の
色
と
絵
の
中
の
草
花

が
そ
こ
に
明
る
さ
を
与
え
て
い
る
。

三
日
が
か
り
で
仕
上
げ
た
絵
を

人
力
車
を
呼
ん
で
乗
っ
た
の
は
い

い
が
車
の
上
で
大
事
に
捧
げ
て
い

た
手
を
滑
ら
し
て
カ
ン
バ
ス
を
地

上
に
落
し
、
泥
の
中
点
が
画
面
に

無
数
に
つ
い
た
の
を
諦
め
の
良
い

父
は
乾
い
て
か
ら
取
れ
ば
良
い
な

ど
と
記
し
て
も
い
る
。

こ
の
額
縁
は
中
国
製
で
紫
壇
に

模
様
彫
り
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で

め
る
。

父
が
こ
の
上
海
に
居
た
頃
は
排

日
の
騒
ぎ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
来
て

中
国
人
の
モ
デ
ル
を
得
る
の
も
難

し
く
、
郊
外
な
ど
へ
出
か
け
る
の

も
躊
躇
す
る
様
に
な
っ
て
来
て
い
た
。

そ
れ
で
父
は
友
人
の
欧
陽
子
情

氏
の
母
堂
を
水
彩
で
、
人
の
来
な

い
欧
陽
氏
の
室
で
掃
い
た
り
し
て

い
る
。
何
事
に
も
臆
さ
な
い
強
さ

と
自
信
を
持
っ
た
父
で
は
あ
っ
た

か
苦
労
も
し
た
様
で
あ
る
。

欧
陽
氏
は
俳
優
の
梅
蘭
芳
の
友

人
で
自
分
も
女
形
の
役
者
で
も
あ

り
文
学
青
年
で
も
あ
っ
た
。

ぬ
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
老
大
々
」

父
は
大
正
八
年
に
上
海

に
暫
く
滞
在
し
て
絵
を
描

い
て
い
た
。
上
海
に
は
母

の
兄
(
父
に
と
っ
て
義
兄
)

が
貿
易
の
仕
事
を
し
て
い

石井拍車「老大々」

●
展
覧
会
図
録
寄
贈
の
御
紹
介

千
葉
県
在
住
の
鈴
木
満
平
氏
か

ら
昭
和
五
十
五
、
六
十
一
、
六
十

二
、
昨
年
度
に
続
き
、
今
年
度
も

図
録
約
二
百
冊
を
頂
き
ま
し
た
。

氏
か
ら
の
寄
贈
図
録
は
、
今
回

の
も
の
を
含
め
て
千
五
百
冊
を
超

え
、
長
年
に
渡
り
本
館
の
発
展
に

御
協
力
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
主
な
図

録
は
次
の
通
り
で
す
。

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
立
美
術
館

展
」

「
ジ
ム
・
ダ
イ
ン
展
」

「
橋

本
明
治
展
」

「
ア
メ
リ
カ
絵
画
2
0
0

年
展
」

「
グ
ツ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術

館
名
品
展
」

「
工
藤
甲
人
展
」

「
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
芸
術

と
修
復
展
」

「
マ
ル
ケ
展
」

「
山

口
蓬
春
展
」

ほ
か

お
蔭
様
で
情
報
資
料
室
の
図
録

も
約
八
千
冊
と
な
り
充
実
し
て
き

ま
し
た
。
図
録
は
カ
ー
ド
目
録
を

ご
覧
頂
き
、
希
望
の
も
の
を
職
員

に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

●
購
入
図
書
の
紹
介

今
年
度
に
入
り
、
四
十
七
冊
の

図
書
を
購
入
し
ま
し
た
。
主
な
も

の
は
次
の
通
り
で
す
。

○
参
考
図
書

「
画
集
・
画
文
集
全
情
報
」

「
世

界
服
飾
文
化
史
図
鑑
」

「
美
術
家

索
引
」

「
文
展
・
帝
展
・
新
文
展
・

日
展
、
全
出
品
目
録
、
出
品
歴
索

引
」

ほ
か

○
作
品
集

「
安
田
侃
彫
刻
作
品
集
」

「
石
井

鶴
三
素
描
集
」

「
浜
口
陽
三
日
選

作
品
集
」

「
多
田
美
波
」

「
舟
越

桂
作
品
集
」

ほ
か

○
評
論
、
随
筆
等

「
美
心
漉
歴
」

「
全
体
人
河
北
倫

明
」

「
高
村
豊
周
文
集
I
」

「
バ

ウ
ハ
ウ
ス
叢
書
」

ほ
か

●
情
報
資
料
室
は
、
祝
日
を
除
く

火
̃
金
曜
日
の
十
二
時
半
̃
四
時

半
に
開
室
し
て
い
ま
す
。



みる・かたる・つくる

報

告

5
月
2
2
日
か
ら
始
ま
っ
た
美
術

館
実
技
講
座
も
6
講
座
が
終
了
し
、

現
在
実
施
中
の
陶
芸
講
座
2
を
含

め
3
講
座
を
残
す
の
み
と
な
り
ま

し
た
。
友
の
会
入
門
講
座
9
講
座

を
含
め
1
 
8
期
に
わ
た
る
美
術
館
を

会
場
と
し
た
実
技
講
座
は
、
い
ず

れ
も
受
講
希
望
が
多
く
、
ま
た
県

内
各
地
よ
り
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
終
了
し
た
美
術
館
実
技

講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
日
本
画
講
座
(
1
 
2
日
間
)

講
師
・
斎
藤
惇
氏
。
参
加
者
2
 
1
名

内
容
・
静
物
な
ど
(
1
 
5
号
)

○
版
画
講
座
(
成
日
間
)

講
師
・
増
田
陽
一
氏
。
参
加
者
1
 
9

名
。
内
容
・
銅
版
画
な
ど
2
版
。

○
陶
芸
講
座
(
9
日
間
)

講
師
・
横
山
光
ノ
介
氏
。
参
加
者

3
5
名
。
内
容
・
香
合
と
水
差

○
洋
画
講
座
1
(
1
 
0
日
間
)

講
師
・
松
沢
茂
雄
氏
。
参
加
者
3
5

名
。
内
容
・
ヌ
ー
ド
、
コ
ス
チ
ュ

ー
ム

(
1
 
5
号
)

○
洋
画
講
座
2
(
1
 
0
日
間
)

講
師
・
戸
田
健
夫
氏
。
参
加
者
3
5

名
。
内
容
・
静
物
、
コ
ス
チ
ュ
ー

ム

(
水
彩
)

○
彫
刻
講
座
(
1
 
2
日
間
)

座話芸陶

講
座
・
渋
谷
三
朗
氏
。
参

加
者
1
 
8
名
。
内
容
・
う
さ

ぎ
を
モ
デ
ル
と
し
た
木
彫
。

講
師

中
村
象
閣
氏

締
切

1
1
月
1
9
日
(
木
)

〇
金
工
講
座

経
験
者
を
対
象
に
、
鋼
板
レ
リ

ー
フ
で
、
鍍
金
、
彫
金
の
技
法
を

学
習
し
ま
す
。

会
期

1
月
2
2
日
(
金
)
̃
2
月
4

日
(
木
)

(
1
 
2
日
間
)

講
師

小
林
正
利
氏

締
切

1
月
8
日
(
金
)

4
・
1

5
・
1
4

日

誌

抄

5
・
1
 
6

座講書害

【
美
術
館
実
技
講
座
】

回
書
芸
講
座

経
験
者
を
対
象
に
、

漢
字
の
実

習
を
通
し
て
、
臨
書
の
基
礎
を
中

心
に
学
習
し
ま
す
。

会
期

1
 
2
月
3
日
(
木
)
̃
5
日

(
土
)

(
3
日
間
)

〔
申
込
方
法
〕

往
復
は
が
き
に
、
希
望
講
座
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
美
術
館
普
及
課
ま
で
。
な

お
、
定
員
を
越
え
た
場
合
に
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
ほ
か
に
も
美
術
館
友

の
会
で
、
入
門
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
美
術
館
友
の

会
事
務
局
ま
で
。

5
・
2
1

5
・
2
2

5
・
2
3

5
・
2
5

6
・
u

6
・
1
3

6
・
2
7

7
・

1

7

・

2

1
・
1
6

7
・
2
3

了
・
2
7

常
設
収
蔵
作
品
展
第
工

期

(
̃
6
・
2
 
1
)

県
立
美
術
館
・
博
物
館

協
議
会
庶
務
課
長
部
会

及
び
学
芸
・
普
及
課
(
科
)

長
部
会

特
別
展
「
ア
ン
リ
・
ル

ソ
I
と
ナ
イ
ー
フ
美
術

展
」

(
̃
6
・
2
 
1
)

フ
ラ
ン
ス
画
家
ヤ
ン
ケ

ル
氏
、
他
2
名
来
館

日
本
画
講
座
(
̃
6
・
4

講
師

斉
藤
惇
氏
)

第
1
回
美
術
講
演
会

(
講
師

岡
谷
公
二
氏
)

美
術
館
協
議
会

版
画
講
座
(
̃
2
5

講

師

増
田
陽
一
氏
)

第
2
回
美
術
講
演
会

(
講
師

塩
水
流
功
氏
)

常
設
収
蔵
作
品
展
第
Ⅱ

期
・
前
期
(
̃
8
・
0
0
)

陶
芸
講
座
1

(
̃
3
0

講
師

横
山
光
ノ
介
氏
)

洋
画
講
座
1

(
̃
1
 
2

講
師

松
沢
茂
雄
氏
)

展
示
室
利
用
団
体
事
前

協
議
会

洋
画
講
座
2

(
̃
8
・

9

講
座

戸
田
健
夫

氏
)

博
物
館
実
習
(
̃
8
・
1
)

移
動
美
術
館
打
合
せ
会

彫
刻
講
座
(
̃
2
 
1

講

師

渋
谷
三
朗
氏
)

個
別
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
設
置

個別ビデオライブラリー

-
6

く交通案内〉
● J R総武線「千葉駅」より「千葉ポートタワー行」

バス15分「美術館・郵便局前」下車徒歩1分

● J R京葉線「千葉みなと」駅下車徒歩8分

京 葉線 京成電鉄 総武線 

千葉港 

至 千葉県立美術館 1干莱みなと 

東京 至上野 至東京 

千 葉 新 
銀 千 

千葉 至成田 内・外房線 至館山・憾川 

イ丁 ● 

菓 

二三 「謡 

‡∵ 京成干葉 

甲 
●園 

千葉ポートタワー 
二

〇 三‾「号 

中央郵便局 

至 
セ二 蘇招 


